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1 現在行っていること

グリッドを用いて計算を行うアプリケーションを構築

する際に，利用するミドルウェアとして，NetSolveと
Condorに注目し，各ミドルウェアを利用してアプリケー
ションを構築する際の比較を行う．

2 NetSolveにおけるオーバーヘッドの計測

NetSolveを利用する際には，Serverでの計算時間の
他に，Agentへの Serverの問い合わせや Serverへの計
算データの送信などのオーバーヘッドがかかる．クラス

タ環境とインターネット環境において，NetSolve 1.4.1
と NetSolve 1.5でのオーバーヘッドの計測を行う．
オーバーヘッドの計測のために，NetSolveの問題とし

て，Clientから呼び出されて何の処理もしないで返す問
題を作成する．Serverでは何の処理も行われないので，
RPCの実行に要した時間がオーバーヘッドの時間と等
しくなる．

Gregor Systemを使用し，クラスタ環境でのオーバー
ヘッドを計測する．各計算機は，FastEthernet 100Mbps
で接続されている．RPCを 1600回実行し，実行に要し
た時間を計測する．この計測を 10試行行う．ブロッキン
グ通信での計測結果の平均値をFig. 1(a)に，ノンブロッ
キング通信での計測結果の平均値を Fig. 1(b)に示す．

(a) Blocking (b) Nonblocking

Fig. 1 Overhead of NetSolve on cluster environment

Fig. 1より，NetSolve 1.5は 1.4.1と比較して，オー
バーヘッドが大きく減少することがわかった．

次に，ISDL の計算機と ICLの計算機間で NetSolve
を使用し，オーバーヘッドの計測を行う．2つのサイト
間は，1～2Mbps程度の通信スループットで接続されて
いる．クラスタ環境と同様に，RPCを 1600回実行し，
実行に要した時間を計測する．この計測を 10試行行う．
ブロッキング通信での計測結果の平均値を Fig. 2(a)に，
ノンブロッキング通信での計測結果の平均値をFig. 2(b)
に示す．
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Fig. 2 Overhead of NetSolve on Internet environment

3 Condor MW ライブラリにおけるオー
バーヘッドの計測

Condorを用いてグリッド上のアプリケーションを構
築するためのものとして，MW ライブラリと呼ばれる

Master-Worker型のアプリケーションを容易に構築する
ためのテンプレートライブラリが提供されている．MW
ライブラリでは，MasterとWorker間の通信インター
フェースを抽象化し，通信に PVM を利用するものや
Condor のリモート I/O 機能を利用するものが存在す
る．このMWライブラリを用いてアプリケーションを
構築する．

通信インターフェースにPVMを利用したものとCon-
dorリモート I/O機能を利用したものについて，RPC
を 1600回実行し，実行に要した時間を計測する．この
試行を 10試行行う．クラスタ環境での計測結果の平均
値を Fig. 3(a)に，インターネット環境での計測結果の
平均値を Fig. 3(b)に示す．
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Fig. 3 Overhead of Condor MW

4 今後の課題

• NetSolveと Condorの比較

• FIT2003一般講演論文の執筆

• DCASTの開発
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